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ア 次のような知識及び技能を身につけること

(ｱ) 代表値の意味や求め方を理解すること。

(ｲ) 度数分布を表す表やグラフの特徴及びそれら
の用い方を理解すること。

(ｳ) 目的に応じてデータを収集したり適切な手法
を選択したりするなど，統計的な問題解決の方
法を知ること。

イ 次のような思考力，判断力，表現力を身につけ
ること

(ｱ) 目的に応じてデータを集めて分類整理し，
データの特徴や傾向に着目し，代表値などを用
いて問題の結論について判断するとともに，そ
の妥当性について批判的に考察すること。
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• 目的に応じてデータを集めて分類整理し，データの特徴や傾向に着
目し，代表値などを用いて問題の結論について判断するとともに，
その妥当性について批判的に考察すること。

• 目的に応じてデータを収集して分析し，そのデータの分布の傾向を
読み取り，批判的に考察し判断すること。

• 四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布の傾向を比較して読み
取り，批判的に考察し判断すること。

• 簡単な場合について標本調査を行い，母集団の傾向を推定し判断す
ること。

• 不確実な事象の起こりやすさに着目し，主張の妥当性について，実
験などを通して判断したり，批判的に考察したりすること。

• 目的に応じて標本調査を設計し，収集したデータを基にコンピュー
タなどの情報機器を用いて処理するなどして，母集団の特徴や傾向
を推測し判断するとともに，標本調査の方法や結果を批判的に考察
すること。



普段，熟眠できないという30人を集め，環境や条件をそ
ろえた上で，「快眠枕」を使ってもらいました。

30人の被験者のうち20人が「よく眠れた」と回答してい
ます。あなたは「快眠枕」に効果があると判断しますか。

その理由は？



30回1セット

「よく眠れた」「変わらない／眠れない」と回答する人の割合が等しいとい
う仮説を立てる。
この仮説のもとで，30人中20人が「よく眠れた」と回答することがどのく

らい起こりうるかを調べる。
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• 目的に応じてデータを集めて分類整理し，データの特徴や傾向に着
目し，代表値などを用いて問題の結論について判断するとともに，
その妥当性について批判的に考察すること。

• 目的に応じてデータを収集して分析し，そのデータの分布の傾向を
読み取り，批判的に考察し判断すること。

• 四分位範囲や箱ひげ図を用いてデータの分布の傾向を比較して読み
取り，批判的に考察し判断すること。

• 簡単な場合について標本調査を行い，母集団の傾向を推定し判断す
ること。

• 不確実な事象の起こりやすさに着目し，主張の妥当性について，実
験などを通して判断したり，批判的に考察したりすること。

• 目的に応じて標本調査を設計し，収集したデータを基にコンピュー
タなどの情報機器を用いて処理するなどして，母集団の特徴や傾向
を推測し判断するとともに，標本調査の方法や結果を批判的に考察
すること。



「統計的な推測」の前段

•母集団，標本

•確率分布，確率変数とその性質

•二項分布

•正規分布



生徒の学びを最適化する
単元の指導計画

数学Ⅰとの接続 教科情報との連携

数学Aとの接続
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